
香川県の温室効果ガス排出・吸収量のとりまとめについて

①温室効果ガス排出・吸収量の状況

単位（千ｔ-CO2）

※桁数処理の関係で、合計・比率が一致しない場合があります。

※代替フロン等４ガス：ハイドロフルオロカーボン（HFC）、パーフルオロカーボン（PFC）、六フッ化硫黄（SF6）、三フッ化窒素（NF3）

※202３年度（暫定値）の算定に用いた各種統計等について、暫定値の算定時点で当該年度の値が未公表のものは、２０２２年度の

値等を代用しています。そのため、２０２３年度確定値との間で差異が生じる可能性があります。

図 1  温室効果ガス排出・吸収量の推移

表 1  温室効果ガス排出・吸収量の内訳

【令和４（２０２２）年度（確定値）】

 ２０２２年度の温室効果ガス排出量は８,４１１千ｔ-CO２となり、森林吸収量を差し引くと、

８,２９０千ｔ-CO２となります。

 基準年度（2013 年度）と比較して、３０.４％（３,６１６千ｔ-CO２）減少しました。

【令和５（202３）年度（暫定値）】

 ２０２３年度の温室効果ガス排出量は８,１７３千ｔ-CO２となり、森林吸収量を差し引くと、

8,０５２千ｔ-CO２となります。

 基準年度と比較して、３２.４％（３,８５４千ｔ-CO２）減少し、前年度からは２.９％（２３８千ｔ‐CO２）

減少しました。
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②香川県地球温暖化対策推進計画の進捗状況

本県では、「県民みんなで取り組むカーボンニュートラルの実現」を基本目標とした第５次「香川県地球温

暖化対策推進計画」を令和８年３月に策定し、長期的には、２０５０年までに温室効果ガスの排出を実質ゼロ
にすることをめざし、「徹底した排出削減対策の推進」、「再生可能エネルギーの導入促進」、「吸収源対策の
推進」、「脱炭素成長型経済構造への移行促進」を４つの施策の柱として、緩和策の取組みを進めております。

● 計画の期間               令和８（２０２６）年度～令和１２（２０３０）年度
● 温室効果ガス排出量削減目標   令和１２（２０３０）年度に平成２５（2013）年度比で４６％削減

・ ２０２２年度は、８,２９０千ｔ-CO２であり、基準年度である２０１３年度より３０.４％減少し、20２３年度

は、８,０５２千ｔ-CO２（暫定値）であり、基準年度より３２.４％減少しました。

③エネルギー消費量の推移

２０２３年度のエネルギー消費量は、８９,３４７ TJ（暫定値）で、基準年度から２１.９％減少し、部門別で見

ると産業部門（▲２６.３％）、業務部門（▲１８.６％）、家庭部門（▲２２.６％）、運輸部門（▲１６.９％）のいずれに
おいても減少しています。

前年度と比較しても、産業部門（▲5.８％）、業務部門（▲０.５％）、家庭部門（▲３.１％）、運輸部門（▲2.７％）

のいずれにおいても減少しました。

図 3  エネルギー消費量の推移
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図 2  温室効果ガス排出・吸収量の削減状況


